
重　　点
○ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

○ 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○ 

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　 

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

い
そ
い
で
も

　
か
な
ら
ず
か
く
に
ん

み
ぎ
ひ
だ
り

スローガン

早
め
か
ら

　

つ
け
る
ラ
イ
ト
で
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平成27年11月27日

発　行

☆脇見・ぼんやり運転の防止　 ☆トンネル内のライト点灯特別広報

県 内 統 一 行 事
１２月15日（火） 広 報 活 動 強 化 の 日

平成２7年

交通安全図画優秀作品（平成２６年度県教育長賞）

新上五島町立有川中学校３年（当時） 谷川　絢香 さんの作品
あや  かたに がわ

歩行者やドライバーに交通安全運動への積極的な参加を呼び掛け、広報活動  
を強化します。

１２月18日（金） 飲酒運転根絶啓発強化の日 飲酒運転の根絶に向けた啓発活動を強化します。

１２月24日（木） 街頭指導活動強化の日
児童生徒の登下校指導をはじめ、高齢者の歩行中における危険行動、運転者
に対する歩行者保護や後部座席を含めた全席シートベルト着用等について
街頭指導を強化します。

年末年末のの
12月15日（火）～12月24日（木）実施期間

交通安全県民運動交通安全県民運動



　
本
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・

浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
県
民
自

身
に
よ
る
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

 

★
　
運
転
者
を
は
じ
め
広
く
県
民
一
人
一
人
に
対

し
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
で
、
尊
い
人
命

が
失
わ
れ
て
い
る
現
状
を
訴
え
て
規
範
意
識
の
確

立
を
図
る
と
と
も
に
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た

め
、
次
の
項
目
を
推
進
し
ま
す
。

【
運
転
者
は
】

○
　
飲
酒
運
転
は
、
刑
事
、
行
政
及
び
民
事
上
の
厳

し
い
責
任
を
伴
う
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、｢

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。｣

と
い
う
強
い
意
志

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
　
二
日
酔
い
で
運
転
す
れ
ば
、
飲
酒
運
転
に
な
る

こ
と
を
自
覚
し
、
翌
朝
に
運
転
予
定
が
あ
る
場
合

は
、
酒
量
や
飲
酒
時
間
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
職
場
で
は
】

○
　
日
頃
か
ら
飲
酒
運
転
の
悪
質
・
危
険
性
や
飲
酒

運
転
事
故
の
悲
惨
さ
を
話
し
合
い
、
飲
酒
運
転
を

絶
対
に
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

○
　
飲
酒
運
転
を
し
な
い
た
め
の
職
場
内
検
討
会
を

行
っ
た
り
、
朝
の
出
発
時
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

カ
ー
等
を
利
用
す
る
な
ど
、
職
場
ぐ
る
み
で
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
取
り
組
み
、
規
範
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

○
　
飲
酒
運
転
追
放
の｢

三
な
い
運
動｣

　
・
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
を
運
転
し
な
い
。

　
・
車
を
運
転
す
る
前
に
は
、
酒
を
飲
ま
な
い
。

　
・
車
を
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
を
出
さ
な
い
。

　
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

【
関
係
機
関
・
団
体
で
は
】

○
　
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
運
動
の
推
進
や
、
飲
酒
者
へ
の
車
両
提
供
禁

止
、
運
転
者
へ
の
酒
類
提
供
禁
止
、
飲
酒
者
が
運

転
す
る
車
両
へ
の
同
乗
禁
止
な
ど
、
飲
酒
運
転
根

絶
に
つ
い
て
の
広
報
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
し
ょ

う
。

　  ★
　
高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
保
護
意
識
の
醸
成
を
図

る
た
め
に
次
の
項
目
を
推
進
し
ま
す
。

【
高
齢
者
は
】

○
　
高
齢
運
転
者
は
、
身
体
機
能
の
衰
え
を
自
覚
し

て
ゆ
と
り
あ
る
運
転
に
努
め
、
警
察
や
自
治
体
が

開
催
す
る
交
通
安
全
講
習
会
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
車
の
運
転
に
不
安
を
感
じ
た

と
き
は
、
交
通
事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
と
な
る

前
に
運
転
免
許
証
の
返
納
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

注
：
運
転
免
許
証
を
、
住
居
地
を
管
轄
す
る
公
安

委
員
会
に
自
主
的
に
返
納
し
た
場
合
、
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
で
き
る｢

運
転
経
歴
証
明
書｣

の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
長
崎
県
警
察
本
部｢

運
転
免
許
管
理
課｣

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
　
七
十
歳
以
上
の
運
転
者
が
普
通
自
動
車
を
運
転

す
る
と
き
は
、｢

高
齢
運
転
者
マ
ー
ク｣

を
付
け
て

運
転
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
　
高
齢
歩
行
者
は
、
夜
間
、
早
朝
、
夕
暮
れ
時
な

ど
に
外
出
す
る
際
に
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材

用
品
を
身
に
着
け
る
な
ど
、
運
転
者
か
ら
見
え
や

す
い
服
装
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
ま
た
、
道
路
を
横
断
す
る
際
は
、
左
右
の
安
全

確
認
を
十
分
に
行
い
、
横
断
歩
道
が
あ
る
場
所
で

は
、
横
断
歩
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
転
者
は
】

○
　
周
囲
が
見
え
づ
ら
い
夜
間
・
早
朝
・
夕
暮
れ
時

な
ど
は
、
歩
行
者
が
道
路
を
横
断
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
と
予
測
し
、
注
意
し
な
が
ら
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

○
　
歩
い
て
い
る
高
齢
者
の
近
く
を
通
過
す
る
と
き

は
、
減
速
、
徐
行
す
る
な
ど
安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

【
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
職
場
で
は
】

○
　
身
近
で
起
き
た
高
齢
者
の
交
通
事
故
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

○
　
高
齢
者
が
夜
間
・
早
朝
・
夕
暮
れ
時
な
ど
に
外

出
す
る
際
に
は
、
車
に
注
意
す
る
よ
う
声
を
掛
け

た
り
、
明
る
く
目
立
つ
服
装
や
反
射
材
用
品
を
身

に
着
け
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
職
場
の
朝
礼
、
出
発
時
の
声
掛
け
、
各
種
会
合

な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
事
業
所
全
体
で
思
い
や

り
運
転
に
心
掛
け
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

【
関
係
機
関
・
団
体
で
は
】

○
　
高
齢
歩
行
者
が
多
く
利
用
す
る
地
域
で
の
保

護
・
誘
導
活
動
を
徹
底
し
、
安
全
な
通
行
を
確
保

す
る
た
め
の
交
通
安
全
総
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

○
　
高
齢
者
の
交
通
事
故
実
態
を
踏
ま
え
、
交
通
事

故
抑
止
効
果
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
啓
発
活
動

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

  

★
　
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
に
お
い
て

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
を
徹
底
し
、
交
通
事
故
発
生
時
に
お
け
る
被

害
の
防
止
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
次
の
項
目
を
推

進
し
ま
す
。

【
運
転
者
は
】

○
　
発
進
前
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
全
席
着
用
確
認
や
着
用
後
の
発
進
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
職
場
で
は
】

○
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

○
　
出
勤
・
退
社
時
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
確

認
を
行
う
な
ど
、
各
事
業
所
に
お
い
て
後
部
座
席

を
含
め
た
着
用
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

注
：
平
成
二
十
六
年
中
、
長
崎
県
内
で
は
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
非
着
用
で
十
人
死
亡
、
こ
の
う
ち
、
着

用
し
て
い
れ
ば
七
人
が
生
存
可
能
と
推
定

【
関
係
機
関
・
団
体
で
は
】

○
　
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
交
通
安
全
教
育
等
を
通

じ
て
、
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
等
の
着
用
義
務
や
着
用
効
果
に
つ
い
て

周
知
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

平成27年11月27日 交 通 安 全 な が さ き 第　141　号（2）

全国年間スローガン 早 め か ら 　 つ け る ラ イ ト で 　 消 え る 事 故

平
成
二
十
七
年
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
要
綱

平
成
二
十
七
年
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
要
綱

（
主
唱
：
長
崎
県
交
通
安
全
推
進
県
民
協
議
会
）

（平成２７年１０月３１日現在）■ 県内各警察署交通事故発生状況

※（　）内は前年同期比（長崎県警察本部交通統計より）

所属別

長　崎

大　浦

稲　佐

浦　上

時　津

西　海

諫　早

雲　仙

島　原

発生件数 死 者 数 負傷者数

647(－68)

295(－25)

110(－22)

543(－ 5)

463(＋42)

 58(－12)

721(＋20)

172(－17)

162(－ 5)

1(－1)

5(＋2)

1(±0)

2(＋1)

4(＋2)

3(＋3)

2(－3)

3(－1)

3(＋1)

    795(－108)

    391(－ 9)

    130(－34)

    693(＋18)

    598(＋66)

     70(－24)

    897(－11)

   231(－49)

    204(－33)

 92(－11)

376(－34)

137(＋15)

293(－23)

404(－79)

104(－ 3)

 95(－15)

 52(＋10)

 56(－ 3)

2(＋1)

1(－2)

2(＋1)

1(－2)

 0(－7)

 1(＋1)

 0(－1)

 1(＋1)

 0(－2)

    119(－14)

    460(－76)

    196(＋22)

    415(＋ 3)

　　519(－68)

    123(－17)

    124(－26)

    67(＋ 5)

75(－11)

 46(－13)

 19(－ 3)

 48(－ 6)

 27(－ 3)

 10(＋ 4)

 57(＋ 5)

4,987(－251)

1(±0)

1(±0)

 0(－1)

2(±0)

0(±0)

0(±0)

36(－7)

     55(－23)

     25(－ 2)

     57(－11)

     36(－ 4)

     10(＋ 2)

     88(＋18)

6,378(－386)

所属別

南島原

大　村

川　棚

早　岐

佐世保

相　浦

江　迎

松　浦

平　戸

発生件数 死 者 数 負傷者数 所属別

五　島

新上五島

壱　岐

対馬南

対馬北

高速隊

合　計

発生件数 死 者 数 負傷者数

春、秋の特訓で立派なライダーへと変身を
遂げた長崎市居住の南部夏歩さん（小１）。

「強い使命感を持って交通事故防止活動を！！」
と訓示する県警本部金井哲男本部長。

運
動
の
目
的

1
重点

飲
酒
運
転
の
根
絶

2
重点

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

重点

3
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

◎ 過去１０年間の交通事故年別推移(各年１２月末) (長崎県警察本部交通統計より)

年　別

発 生 件 数

死　者　数

うち高齢者

全死者比率

うち歩行中

高齢中比率

負 傷 者 数

17年
8,423
57
35

61.4%
16

45.7%
10,886

18年
8,175
59
30

50.8%
17

56.7%
10,563

19年
7,938
57
29

50.9%
16

55.2%
10,304

20年
7,370
40
25

62.5%
16

64.0%
9,596

21年
7,643
67
35

52.2%
24

68.6%
9,888

22年
7,301
52
29

55.8%
17

58.6%
9,483

23年
7,253
47
27

57.4%
10

37.0%
9,323

24年
7,032
39
25

64.1%
13

52.0%
9,138

25年
7,165
47
31

66.0%
18

58.1%
9,263

26年
6,465
49
28

57.1%
16

57.1%
8,335

　「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の

基
本
に
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日
間

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
、
初
日
の

二
十
一
日
に
佐
世
保
市
沖
新
町
の
佐
世
保
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所
駐
車
場
で
、
県
警
主
催
の
「
交
通
警

察
出
動
式
」
が
行
わ
れ
た
。
式
で
は
ま
ず
、服
装
点
検
、

車
両
点
検
が
行
わ
れ
た
が
、
七
月
以
降
に
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
す
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
の
発
生
件

数
や
負
傷
者
数
も
増
加
に
転
ず
る
な
ど
非
常
に
厳
し

い
交
通
事
故
情
勢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
井
哲
男
県

警
本
部
長
は
「
こ
れ
以
上
交
通
死
亡
事
故
を
発
生
さ

せ
な
い
、
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
少
さ
せ
る
と
い

う
強
い
信
念
と
緊
張
感
、
使
命
感
を
持
っ
て
、
本
運

動
の
諸
活
動
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。」
と
訓
示
。

　
そ
の
後
式
に
参
加
し
た
白
バ
イ
十
一
台
、
佐
世
保

市
内
の
警
察
署
な
ど
の
パ
ト
カ
ー
六
台
が
市
内
を
パ

レ
ー
ド
し
、
県
民
に
交
通
事
故
の
防
止
を
強
く
呼
び

掛
け
た
。
な
お
、
本
安
全
運
動
期
間
中
の
県
内
の
交

通
事
故
の
発
生
状
況
は
、

　
　
発
生
件
数
　
六
十
一
件
（
前
年
同
期
比
（－）
六
件
）

　
　
死

者

数
　
　
　
〇
人
（
前
年
同
期
比
（－）
一
人
）

　
　
負
傷
者
数
　
八
十
二
人
（
前
年
同
期
比
（－）
六
人
）

と
い
ず
れ
も
前
年
同
期
比
減
少
し
た
。

　
県
交
通
安
全
協
会
で
は
期
間
中
、
地
区（
市
）交
通

安
全
協
会
と
の
連
携
の
も
と
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
や
機
関
紙
な
ど
で
、「
子
供
や
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」、「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
な
ど
交
通
安
全

広
報
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
安
全
運
動
期
間
中
の
九
月
二
十
六
日（
土
）、

県
交
通
安
全
協
会
、
浦
上
地
区
交
通
安
全
協
会
、
長

崎
県
安
全
運
転
管
理
協
議
会
の
共
催
で
、
長
崎
交
通

公
園
に
お
い
て
「
交
通
安
全
子
供
自
転
車
乗
り
方
教

室
」
を
開
催
し
た
。
同
教
室
は
、
子
供
に
自
転
車
の

安
全
で
正
し
い
乗
り
方
の
指
導
を
行
い
、
子
供
の
交

通
事
故
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
一
回
ず
つ

行
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
年
秋
か
ら
始
ま
っ
て
今
回

で
十
五
回
目
。
こ
れ
は
、
自
転
車
に
乗
れ
な
い
小
学

生
に
、
交
通
安
全
協
会
の
自
転
車
指
導
員
が
約
三
十

分
間
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
手
取
り
足
取
り
の
指
導
を
行

う
も
の
で
、
毎
回
指
導
を
受
け
た
小
学
生
の
半
数
以

上
が
乗
り
方
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
ほ
か
、
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー

の
展
示
と
体
験
試
乗
、
自
転
車
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
体
験
な
ど
も
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
千
三
百
人
を
超

え
る
親
子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。
今
春
及
び
今
回

の
二
回
の
乗
り
方
教
室
参
加
で
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
、
長
崎
市
に
居
住
す
る
小
学
一
年
生
の
南
部
夏
歩

さ
ん
（
七
歳
）
は
、「
春
は
ど
き
ど
き
し
て
怖
く
乗

れ
る
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
。
秋
は
乗
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
本
当
に
嬉
し
い
。
自
転
車
を
買
っ
て
も
ら
い

公
園
と
か
で
遊
び
た
い
。」
と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
た
。

母
親
の
貴
子
さ
ん
は
、「
娘
の
二
回
分
の
思
い
が
か

な
っ
て
よ
か
っ
た
。
感
動
し
ま
し
た
。」
と
本
人
以

上
に
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
様
子
で
あ
っ
た
。

　
秋
の
安
全
運
動
に
先
立
っ
て
、
一
般
財
団
法
人
長

崎
県
交
通
安
全
協
会
は
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
長
崎
か

ら
横
断
旗
の
贈
呈
を
受
け
た
。
九
月
十
日
、
同
エ
フ

エ
ム
長
崎
の
水
田
社
長
以
下
幹
部
が
当
協
会
を
訪
れ

青
木
専
務
理
事
に
「
子
供
の
交
通
事
故
防
止
に
役
立

て
て
欲
し
い
」
と
、
横
断
旗
三
十
本
を
手
渡
し
た
。

青
木
専
務
理
事
は
、「
今
回
は
長
崎
市
と
時
津
の
交

通
安
全
協
会
で
活
用
し
て
欲
し
い
。」
と
の
エ
フ
エ

ム
長
崎
側
の
意
向
を
受
け
て
、
同
所
に
集
ま
っ
て
い

た
長
崎
、
大
浦
、
稲
佐
、
浦
上
、
時
津
の
各
地
区
交

通
安
全
協
会
専
務
理
事
等
に
同
横
断
旗
六
本
づ
つ
を

伝
達
し
た
。
伝
達
を
受
け
た
長
崎
地
区
交
通
安
全
協

会
の
玉
村
専
務
理
事
は
、「
交
通
安
全
活
動
に
役
立

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
安
全
運
動
取
組
み

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。        

秋
の
全
国
交
通
安
全

　
運
動
の
実
施



交通安全協会へのご入会をお願いします！

　会員の皆様が、交通安全協賛店で “会員証と免許証” を提示していただきますと、料金割引等のサービスを受けることができます。交通安全協賛店は、
県下の自動車・自転車販売修理店、給油所、飲食店、宿泊・温泉施設など539店舗（平成27年４月１日現在）です。詳細は「協賛店ガイドブック」
でご確認ください。

交通安全協会の会員の皆様には、次のような があります！！特交通安全協賛店 典

○ 街頭での交通安全の呼び掛け
○ 会員へのチャイルドシートの無料貸出し
○ 横断歩道での子供、高齢者の交通誘導

○ 交通安全のぼり旗、横断幕の作成・掲出
○ 幼稚園や保育園、老人ホームでの交通安全教室の開催
○ 交通安全功労者、優良運転者等の表彰

○ テレビ、ラジオ等による交通安全広報
○ 新入学児童への黄色い帽子等の贈呈
○ チラシ・反射材等の配布活動

交通安全協会は、県民の皆様の交通安全思想の普及と高揚を図り、悲惨な交通事故をなくして安全・安心な長崎県を実現するため、

等の活動を行っています。これらの活動経費は、皆様方の会費によって支えられています。
悲惨な交通事故を１件でも減らすため、皆様の交通安全協会へのご入会をお願いします。

平成27年11月27日交 通 安 全 な が さ き第　141　号（3）

全国年間スローガン 外 出 は 　 明 る い 笑 顔 と 　 反 射 材

地
区（
市
）協
会
だ
よ
り

   

川
棚
地
区
交
通
安
全
協
会

合
言
葉
は

『
悲
し
い
交
通
事
故
を

　
一
件
で
も
減
少
さ
せ
よ
う
！！
』交通安全街頭キャンペーン

株式会社エフエム長崎水田社長（左）より横断旗の贈呈を
受ける当協会青木専務理事（中）と地区交通安全協会事務
局長ら。

　
当
協
会
は
、
大

村
湾
に
面
し
た
東

彼
杵
町
、
川
棚
町
、

内
陸
部
の
波
佐
見

町
の
三
支
部
で
構

成
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
三
町
は
、
彼

杵
茶
と
し
て
有
名

な
東
彼
杵
町
、
和
牛
日
本
一
に
輝
い
た
川
棚
町
、  

波
佐
見
焼
で
名
高
い
波
佐
見
町
と
各
町
ご
と
に
名
産

品
、
特
産
品
が
あ
る
よ
う
に
、
管
内
を
走
る
道
路 

に
も
特
色
が
あ
る
。
東
彼
杵
町
内
に
は
長
崎
自
動
車

道
と
国
道
三
十
四
号
線
、
川
棚
町
内
に
は
県
央
と
県

北
を
結
ぶ
国
道
二
〇
五
号
線
、
波
佐
見
町
内
に
は
西

九
州
自
動
車 
道
と
佐
賀
県
有
田
、
武
雄
、
嬉
野
に

分
岐
す
る
県
道
が
走
っ
て
お
り
、
交
通
事
故
の
態
様

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
当
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
川
棚
警
察
署
、
各
町
役
場
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
指
導
と
御
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
町
内
の
道
路
交
通
状
況
に
対

応
し
た
広
報
活
動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
昨
年
は
交

通
事
故
の
発
生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
と
も
に

減
少
さ
せ
る
こ
と
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
た
こ
と

を
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
本
年
も
引
き
続
き
、

『
悲
し
い
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
少
さ
せ
よ
う
』

を
合
言
葉
に
、
協
会
役
員
・
支
部
員
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

会長　原　昭治

　
平
成
二
十
七
年
度
交
通
安
全
功
労
者
等
の
受
章
者

が
決
定
し
ま
し
た
（
緑
十
字
金
章
・
銀
章
を
除
く
。）

受
賞
（
章
）
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

一
　
九
州
管
区
警
察
局
長

　
　
九
州
交
通
安
全
協
会
会
長
連
名
表
彰

   

交

通

安

全

功

労

者 

七
名
　

松
山 

茂
樹
（
大
浦
）、
山
内 

岩
男
（
浦
上
）、

真
島 

勉
、大
町 

勝
（
浦
上
）、川
内 

道
夫
（
諫
早
）、

江
口 

武
夫
（
大
村
）、　
松
﨑 

敏
洋
（
相
浦
）

   

交
通
安
全
功
労
団
体 

一
団
体
　

   

　
株
式
会
社
新
出
光
厳
原
支
店
（
対
馬
南
）

   

優
良
安
全
運
転
管
理
者 

二
名
　

山
口 

和
美
、
山
下 

昌
彦

　
　
　（
県
安
全
運
転
管
理
協
議
会
）

   

優

良

運

転

者 

三
十
八
名
　

村

田 

淳
（
長

崎
）、
本

多 

義

一
（
大

浦
）、

宅
島 

君
代
、
副
島 

則
孝
（
稲
佐
）、
清
見 

文
博
、

山
田 

勝
仁
（
浦
上
）、
福
田 

國
安
、
岳
川 

守
、

村
田 

米
男
、
村
田 

藤
江
、
山
浦 

勇
治
（
時
津
）、

山
口 

秋
弘
、
青
木 

謙
治
、
下
村 

清
敏
、

井
関 

修
一
郎
、
渡
辺 

喜
久
雄
（
諫
早
）
、

松
武 

正
瑞
（
諫
早
）
、
進
藤 

康
博
、
松
尾 

美
惠
子
、
佐
藤 

美
勢
子
（
雲
仙
）、
野
口 

正
利
、

木
下 

正
彦
、
桟
吉 

房
、
阿
比
留 

秀
敏
（
大
村
）、

浦
田 

勲
、
迎 

一
男
（
早
岐
）、
永
尾 

昭
男
、

江
里 

勝
男
、
鴨
川 

勝
利
（
佐
世
保
）、
井
手
口 

道
德
（
相
浦
）、
片
山 

繁
、
平
田 

勇
、
夏
井 

富
男
（
五
島
）
、
今
村 

晴
夫
（
上
五
島
）
、

阿
比
留 

秀
雄
、
井
上 

高
行
（
対
馬
南
）
、

永
留 

勝
、
市
山 

恵
美
子
（
対
馬
北
）

　
優

良

学

校 

一
校
　

   

　
雲
仙
市
立
神
代
小
学
校
（
雲
仙
）

二  

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章

　
　
　（
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
）

   

交

通

安

全

功

労

者 

四
名
　

長
井 

梅
治
、
富
川 

忠
信
（
大
浦
）
、
濱
﨑 

一
則
（
諫
早
）、
御
手
洗 

孝
司
（
対
馬
南
）

   
優

良

運

転

者 

八
十
六
名
　

中
島 

照
幸
、
野
中 

準
一
郎
、
西 

芳
宏
、
松
尾 

貞
義
（
長
崎
）、吉
牟
田 

隆
、髙
戸 

等
、島 

孝
幸
、

岡
野 
和
好
、
柴
原 

武
敏
、
松
尾 

英
昭
、
桑
﨑 

浩
久
、
﨑
戸 

雄
二
、
小
桐 

八
千
代
、
小
浦 

八
重
子
（
大
浦
）、
道
下 

繁
、
髙
﨑 

喜
代
文
、

鶴
田 

昇
、
田
嵜 

信
也
、
海
邊 

昇
、
森 

靖
憲
、

池
田 

成
子
、
尾
上 
誠
、
川
崎 

博
志
、
野
口 

宗
則
、

浪
口 

俊
哉
（
稲
佐
）、
河
本 

靖
則
、
狩
野 

輝
義
、

古
澤 

勝
成
、
太
田 

繁
、
岩
松 

博
泰
、
塚
本 

健
、

里 

彌
七
、
西
川 

紀
典
（
浦
上
）、
瀧
口 

由
紀
子
、

西
村 

國
光
、
門
﨑 

和
志
、
原
口 

幸
繁
、
影
平 

善
三
（
時
津
）、東 

茂
、北
島 

健
二
、田
上 

洋
子
、

新
堂 

ヨ
シ
子
、
山
﨑 

耕
二
、
東 
豊
子
、
中
村 

温
子
、
中
村 

秀
行
、
新
留 

松
男
（
諫
早
）、

山
本 

正
直
（
島
原
）
、
大
木 

哲
也
、
山
本 

祐
二
（
南
島
原
市
）
、
笹
田 

俊
秀
、
永
野 

定
信
（
雲
仙
）、
古
田 

康
成
、
松
下 

敏
秋
、

山
田 

宏
治
、
堀 

德
男
（
大
村
）、
田
添 

益
、

田
添 

セ
イ
子
、
佐
々
野 

昇
一
、
中
尾 

広
志
、

朝
長 

和
枝
、
田
渕 

豊
和
、
樋
渡 

喜
代
子
、

野
口 

ヨ
シ
子
（
川
棚
）、
豊
増 

剛
（
早
岐
）、

伊
藤 

信
義
、
川
原 

拡
、
宮
本 

恵
子
、
山
田 

勇
、

三
宅 

信
子
、
岡
部 

武
夫
（
佐
世
保
）、
浦 

國
男
、

七
浦 

貞
義
（
松
浦
）、
江
頭 

久
美
、
桒
山 

哲
朗
、

薩
本 

憲
英
、
小
椋 

規
夫
、
門
屋  

実
（
五
島
）、

安
永 

稔
、
久
保
田 

恒
憲
（
壱
岐
）、
奥
野 

茂
樹
、

本
石 

健
一
郎
、阿
比
留 

善
常
（
対
馬
南
）、原 

智
明
、

玖
須 

賢
子
、
久
須
米
木 

益
美（
対
馬
北
）、簗
瀬 

安
浩
（
県
安
全
運
転
管
理
協
議
会
）

三
　
県
警
本
部
長

　
　
県
交
通
安
全
協
会
理
事
長
連
名
表
彰

   

交

通

安

全

功

労

者 

九
人
　

平
野 

正
人
、田
代 

ヨ
シ
ヱ
、德
永 

克
幸
（
大
浦
）、

荒
木 

万
勝
（
島
原
）
、
吉
田 

文
代
、
豊
村 

洋
子
（
佐
世
保
）、
土
肥 

力
男
（
相
浦
）、
執
行 

輝
次
（
江
迎
）、
神
宮 

慶
昭
（
対
馬
南
）   

   

交
通
安
全
功
労
協
会
役
員 

五
人
　

谷
村 

政
昭
、
松
尾 

篤
（
稲
佐
）、
木
原 

茂
、

田
中 

勝
之
（
諫
早
）、
荒
木 

智
子
（
佐
世
保
）

   

交
通
安
全
功
労
団
体 

四
団
体
　

有
限
会
社 

松
村
自
動
車
整
備
工
場
、
有
限
会
社 

高
原
組
、
株
式
会
社 

森
谷
商
会
対
馬
支
店
、

主
藤
石
油
店
（
対
馬
南
）

   

交
通
安
全
優
良
学
校 

一
校
　

   

　
対
馬
市
立
金
田
小
学
校
（
対
馬
南
）

   

優

良

運

転

者 

三
十
年
　

山
道 

初
美
、
溝
上 

剛
治
、
高
比
良 

則
之
、

里  

周
一
、
竹
田  

茂
、
眞
田 

芳
子
（
長
崎
）、

中
嶋 

盈
、
柏 

常
人
、
安
田 

虎
一
、
横
田 

貴
久
、

内
山 

洋
一
、
新
地 

尊
、
道
上 

久
美
（
大
浦
）、

白
石 

正
利
、
三
浦 

勝
也
、
尾
上 

誠
、
池
田 

成
子
、

大
町 

優
子
、
鶴
田 

千
鶴
、
芦
塚 

秀
明
、
猪
狩 

立
子
、藤
井 

修
一
（
稲
佐
）、澤
田 

忠
和
（
浦
上
）、

関
根 

明
、
吉
本 

和
喜
、
高
柳 

明
、
永
野 

拓
男
、

濵
口 

博
一
、
小
島 

誠
、
清
水 

文
隆
（
諫
早
）、

古
賀 

清
、
木
村 

優
仁
、
相
良 

親
子
（
南
島
原
）、

山
下 

正
胤
（
大
村
）、
房
本 

崇
（
川
棚
）
山
崎 

正
剛
、石
橋 

逕
司
、本
城 

燿
、山
道 

保
博
（
早
岐
）、

長
谷
川 

恭
子
、
松
本 

敏
美
、
松
瀬 

登
代
子
、

岩
本 

喜
治
、
岡
野 

太
司
、
中
原 

弘
之
、
松
永 

正
員
（
佐
世
保
）
、
山
口 

征
一
郎
、
水
谷 

武
志
（
相
浦
）、山
﨑 

菊
夫
（
江
迎
）、山
口 

國
勝
、

前
田 

公
彦
、
白
川 

悦
子
（
松
浦
）、
石
田 

八
郎
、

吉
村 

健
一
、松
本 

フ
ミ
子
、山
野 

美
男
、佐
々
木 

安
男
、
立
石 

哲
也
（
平
戸
）、
平
田 

喜
三
郎
、

鍛
冶
梁 

久
米
一
、
江
頭 

久
美
、
西 

浩
司
、

中
尾 

剛
一
、
田
端 

宏
子
、
小
島 

桂
一
郎
、

近
藤 

茂
八
（
五
島
）、
坂
田 

忠
（
上
五
島
）、

坂
本 

眞
一
、
西
村 

善
明
、
富
永 

千
草
（
壱
岐
）、

阿
比
留  

髙
明
、
伊
原  

和
治
、
小
田  

忠
良
、

神
宮 

忠
弥
、
小
田 

健
二
、
小
森 

達
夫
、
大
石 

慶
子
、
村
井 

壽
親
、
豊
島 

幸
光
、
俵 

廣
勝
、

山
﨑 

朝
子
、
増
田 

順
治
、
岡
村 

孝
徳
、
阿
比
留 

繁
輝
、
長
郷 

篤
實
、
山
崎 

光
久
、
栗
田 

磨
喜
子
、

多
田 

小
夜
子
（
対
馬
南
）                  

   

優

良

運

転

者 

二
十
年
　

桑
宮 

修
身
、
柴
原 

重
信
、
宮
地 

靖
子
、
原
田 

幸
志
（
大
浦
）、
本
多 

フ
サ
子
（
南
島
原
）、

西
村 

綾
子
（
佐
世
保
）、大
久
保 

祐
子
（
平
戸
）、

小
川 

恵
美
子
、
桐
谷 

洋
子
、
俵 

純
子
、
手
束 

美
恵
子
、
根
〆 

愛
子
、
築
城 

多
寿
子
、
都
留 

亮
二
、
江
川 

か
お
り
、
椿 

恭
子
（
対
馬
南
）、

市
山 

次
政
、斉
藤 

洋
子
、山
田 

す
み
れ
（
対
馬
北
）

平
成
二
十
七
年
度

交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰

平
成
二
十
七
年
度

交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰

 （
敬
称
略
）

　「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の

基
本
に
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日
間

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
、
初
日
の

二
十
一
日
に
佐
世
保
市
沖
新
町
の
佐
世
保
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所
駐
車
場
で
、
県
警
主
催
の
「
交
通
警

察
出
動
式
」
が
行
わ
れ
た
。
式
で
は
ま
ず
、服
装
点
検
、

車
両
点
検
が
行
わ
れ
た
が
、
七
月
以
降
に
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
す
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
の
発
生
件

数
や
負
傷
者
数
も
増
加
に
転
ず
る
な
ど
非
常
に
厳
し

い
交
通
事
故
情
勢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
井
哲
男
県

警
本
部
長
は
「
こ
れ
以
上
交
通
死
亡
事
故
を
発
生
さ

せ
な
い
、
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
少
さ
せ
る
と
い

う
強
い
信
念
と
緊
張
感
、
使
命
感
を
持
っ
て
、
本
運

動
の
諸
活
動
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。」
と
訓
示
。

　
そ
の
後
式
に
参
加
し
た
白
バ
イ
十
一
台
、
佐
世
保

市
内
の
警
察
署
な
ど
の
パ
ト
カ
ー
六
台
が
市
内
を
パ

レ
ー
ド
し
、
県
民
に
交
通
事
故
の
防
止
を
強
く
呼
び

掛
け
た
。
な
お
、
本
安
全
運
動
期
間
中
の
県
内
の
交

通
事
故
の
発
生
状
況
は
、

　
　
発
生
件
数
　
六
十
一
件
（
前
年
同
期
比
（－）
六
件
）

　
　
死

者

数
　
　
　
〇
人
（
前
年
同
期
比
（－）
一
人
）

　
　
負
傷
者
数
　
八
十
二
人
（
前
年
同
期
比
（－）
六
人
）

と
い
ず
れ
も
前
年
同
期
比
減
少
し
た
。

　
県
交
通
安
全
協
会
で
は
期
間
中
、
地
区（
市
）交
通

安
全
協
会
と
の
連
携
の
も
と
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
や
機
関
紙
な
ど
で
、「
子
供
や
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」、「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
な
ど
交
通
安
全

広
報
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
安
全
運
動
期
間
中
の
九
月
二
十
六
日（
土
）、

県
交
通
安
全
協
会
、
浦
上
地
区
交
通
安
全
協
会
、
長

崎
県
安
全
運
転
管
理
協
議
会
の
共
催
で
、
長
崎
交
通

公
園
に
お
い
て
「
交
通
安
全
子
供
自
転
車
乗
り
方
教

室
」
を
開
催
し
た
。
同
教
室
は
、
子
供
に
自
転
車
の

安
全
で
正
し
い
乗
り
方
の
指
導
を
行
い
、
子
供
の
交

通
事
故
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
一
回
ず
つ

行
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
年
秋
か
ら
始
ま
っ
て
今
回

で
十
五
回
目
。
こ
れ
は
、
自
転
車
に
乗
れ
な
い
小
学

生
に
、
交
通
安
全
協
会
の
自
転
車
指
導
員
が
約
三
十

分
間
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
手
取
り
足
取
り
の
指
導
を
行

う
も
の
で
、
毎
回
指
導
を
受
け
た
小
学
生
の
半
数
以

上
が
乗
り
方
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
ほ
か
、
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー

の
展
示
と
体
験
試
乗
、
自
転
車
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
体
験
な
ど
も
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
千
三
百
人
を
超

え
る
親
子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。
今
春
及
び
今
回

の
二
回
の
乗
り
方
教
室
参
加
で
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
、
長
崎
市
に
居
住
す
る
小
学
一
年
生
の
南
部
夏
歩

さ
ん
（
七
歳
）
は
、「
春
は
ど
き
ど
き
し
て
怖
く
乗

れ
る
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
。
秋
は
乗
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
本
当
に
嬉
し
い
。
自
転
車
を
買
っ
て
も
ら
い

公
園
と
か
で
遊
び
た
い
。」
と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
た
。

母
親
の
貴
子
さ
ん
は
、「
娘
の
二
回
分
の
思
い
が
か

な
っ
て
よ
か
っ
た
。
感
動
し
ま
し
た
。」
と
本
人
以

上
に
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
様
子
で
あ
っ
た
。

　
秋
の
安
全
運
動
に
先
立
っ
て
、
一
般
財
団
法
人
長

崎
県
交
通
安
全
協
会
は
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
長
崎
か

ら
横
断
旗
の
贈
呈
を
受
け
た
。
九
月
十
日
、
同
エ
フ

エ
ム
長
崎
の
水
田
社
長
以
下
幹
部
が
当
協
会
を
訪
れ

青
木
専
務
理
事
に
「
子
供
の
交
通
事
故
防
止
に
役
立

て
て
欲
し
い
」
と
、
横
断
旗
三
十
本
を
手
渡
し
た
。

青
木
専
務
理
事
は
、「
今
回
は
長
崎
市
と
時
津
の
交

通
安
全
協
会
で
活
用
し
て
欲
し
い
。」
と
の
エ
フ
エ

ム
長
崎
側
の
意
向
を
受
け
て
、
同
所
に
集
ま
っ
て
い

た
長
崎
、
大
浦
、
稲
佐
、
浦
上
、
時
津
の
各
地
区
交

通
安
全
協
会
専
務
理
事
等
に
同
横
断
旗
六
本
づ
つ
を

伝
達
し
た
。
伝
達
を
受
け
た
長
崎
地
区
交
通
安
全
協

会
の
玉
村
専
務
理
事
は
、「
交
通
安
全
活
動
に
役
立

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
安
全
運
動
取
組
み

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。        

か  

ほ



吉久木町県道において、警察、市職員、地活推進委員とともに、
通行車両のドライバーらに対し、チラシや啓発グッズを手渡して、
シートベルトの全席着用などを呼び掛ける、交通安全協会の役員、
女性部会員ら。

警察、町役場職員、母の会、老人会、各地区小学校鼓笛隊等と
ともに青方商店街をパレードし、交通安全運動の周知及び交通
事故の防止を呼び掛ける交通安全協会の役員、支部員ら。

今里小学校入口付近県道において、警察、今里小学校の先生、児童、
ＰＴＡ、環境省の職員（ヤマネコ隊）らとともに、通行車両のドライバー
らにチラシ、啓発グッズなどを配り「子供と高齢者の交通事故防止」
などを呼び掛ける交通安全協会の役員、支部員、交通安全指導員ら。

五 島 市 上五島地区 対馬南地区

警察、米海軍軍人とともに市内若竹台町の高齢者宅を訪問し、
交通安全グッズなどを配って交通事故防止を呼び掛ける交通少
年団及び交通安全協会の役員、支部員ら。

日宇町老人カラオケ愛好会に出向き、高齢者らに高齢者の交通
事故の現状、交通事故防止方策、反射材の活用、秋の全国交通
安全運動実施などについて出前講話を行う交通安全協会の川久
保専務理事ら役員。

下本山町ＪＡ中里給油所前国道204号線において、警察、老人
会とともに通行中の車両のドライバーらにチラシ、交通安全グッズ
などを配り安全運転を呼び掛ける交通安全協会の役員及び中里
支部員、皆瀬支部員ら。

早　　岐 佐世保市 相浦地区

佐々町古川免県道において、警察とともに通行中のドライバー
らにチラシ、グッズ等を配り交通事故の防止を呼び掛ける交通
安全協会役員、佐々町等各支部員、母の会会員ら。

警察、志佐交通少年団とともに、市役所の各課を訪問し、チラ
シや啓発グッズを配布しながら、職員に交通事故の防止を呼び
掛ける交通安全協会の会長以下役員、交通安全指導員ら。

平戸大橋付近の国道において、警察、市役所、母の会、酒販組
合とともに、通行車両のドライバーに対し「早め点灯フラッグ」
を示したり、チラシや啓発グッズを配ったりして、交通事故の
防止を呼び掛ける交通安全協会の役員、支部員ら。

江迎地区 松浦地区 平戸地区

琴海町において、交通安全協会琴海支部が主催して、交通事故
の撲滅と交通安全意識の向上を願い、「交通安全ゲートボール大
会」を開催、参加者に対し、交通事故の防止を呼び掛けた。

西彼町の国道206号線において、警察、母の会、米軍横瀬基地
の軍人とともに、通行中の車両のドライバーに対して、チラシ、
交通安全グッズなどを配り交通事故防止を呼び掛ける交通安全
協会の役員、支部員ら。

登校時間帯に合わせ、市内28小学校の周辺横断歩道において登
校児童の保護誘導を行う交通安全協会各支部員、交通安全指導
員及び市内４小学校に組織され自校の周辺横断歩道で交通誘導
を行う交通少年団員。

時津地区 西海地区 諫 早 市

警察、市職員、市教委、市交通指導員、地活推進委員、母の会、
大村高校・大村城南高校教員、市二輪車商組合員とともに、
大村公園周辺で、下校中の自転車利用の高校生に、チラシ、
大村特産の「福重梨（事故なし）」等を手交して、交通ルー
ルの遵守とマナーの向上の呼び掛け、整備不良自転車の
点検指導を行う交通安全協会の役員、支部員ら。

大 村 市

波佐見町内の県道１号線で、警察、町交通指導員、
母の会らとともに、通行中の車両のドライバー
らに「飲酒運転の根絶」「全ての座席におけるシー
トベルト等の着用」などを呼び掛ける、交通安
全協会の役員、支部員、交通安全指導員ら。

川棚地区

原城オアシスセンターから南有馬支所の間を、「よい子の交
通安全・子どもを見たら赤信号」の横断幕を手にした原城
幼稚園・大江保育所の園児64名を先頭に、母の会、交通安
全協会の役員・支部員らが交通安全パレードを行い、市民
に「子供と高齢者の交通事故防止」等を呼び掛けた。なお、
南有馬支所到着時には園児らが見事な鼓笛演奏を披露した。

南島原市

千々石町内において、警察、交通安全協会役員・
支部員、小浜こども園職員とともに、園児鼓笛
隊の交通安全パレードを行い、沿道の観衆や保
護者らにチラシや反射材などを配って、「子供と
高齢者の交通事故防止」等を呼び掛ける「小浜
こども園鼓笛隊」の皆さん。

雲 仙 市

各地区（市）交通安全協会では、こんな活動を行っています各地区（市）交通安全協会では、こんな活動を行っています
各地区（市）交通安全協会は、皆様の会費によって様々な交通安全活動を行っています。
その一部を、このコーナーでご紹介します。

警察、母の会、地活推進委員とともに弁天町国
道202号線上において、走行中の車両のドライ
バーに対し、チラシ、反射材等を配り全座席の
シートベルトの着用の徹底等を呼び掛ける交通
安全協会の役員、支部員ら。

稲佐地区

警察、市職員、母の会、タクシー協会とともに、
住吉商店街において「子供と高齢者の保護誘導
キャンペーン」を行い、歩行者にチラシの配布、
反射材の貼付等により交通事故防止を呼び掛け
る、交通安全協会の役員、支部員ら。

浦上地区

警察、母の会とともに、魚の町の市民会館から
市役所を経由して、観光通りアーケードなどを
徒歩パレードし、歩行者等にチラシや啓発グッズ
等を配り、「高齢者の交通事故防止」などの呼び
掛けを行う交通安全協会の役員ら。

長崎地区

警察、地活推進委員、三菱社員とともに、三菱
香焼工場正門前において、自転車で退勤する社
員にチラシ等を配り、自転車の安全利用と交通
事故の防止を広報する交通安全協会の役員、支部
員ら。

大浦地区
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